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【令和５年 4月26日基本構想骨子報告会での質疑応答他】 

Q. PTAの役員決めの日程と重複しているが、確認していなかったのか 

A． 確認できておりませんでした。申し訳ありません。 

 

Q. 義務教育学校化すると、特別支援の体制がどう変わるのか 

 A. 義務教育学校化するから体制が変わるものではありません。より丁寧な対応 

を進めて行く必要があります。 

 

Q. 特別支援学級の子どもが普通学級に入ることが出来るのか 

A. 個々の特別支援の体制や、通級指導学級等は、義務教育学校化で変わるもの

ではありません。今後もより良い環境を提供できるよう研究し、対応します。 

 

Q. 人間関係の固定化について、どう変わるのか。または対応するのか 

A. 江北町は小学校１校、中学校１校であることから、現在の小学校中学校制度の

ままであっても、義務教育学校化したとしても、人間関係の固定化は起こり得

ると思います。義務教育学校化によって、小学校６年間、中学校３年間だけで

なく、義務教育９年間の縦の繋がりを持つ事で、新しい人間関係の構築に役立

てることを期待しています。 

 

Q． 中学校の敷地にどのくらいの大きさの建物がどのように出来るのか 

 グラウンドはどうなるのか 

 制服の検討についてはどうか 

 給食についてはどうか 

中学校に新校舎を建てる時の音や騒音はどうするのか 

 今行っている放課後児童クラブの活動が、工事中も含め保証できるのか 

A． 現在は基本構想骨子のとおり、教育委員会の方針を決定したため、報告をさ

せていただいています。この方針の中では詳細な内容については決まってお

らず、ご提示できません。今後この中身について、皆様と十分議論した上で、

合意形成を図っていきたいと考えています。 

 

Q． 教職員の数はどうなるのか 

A． 小学校、中学校規模で職員の配置があるため、義務教育学校化しても職員数

は同じです。 

 

Q． 子どもたちの意見は聞いているのか 

 A． 現段階では子どもたちに意見聴取はしていません。 

今後アンケート等の実施を検討します。ご意見ありがとうございます。 
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Q． 義務教育学校化の失敗例を教えてほしい 

A． 先進地では、開校と同時に義務教育学校化の特色ある取組みを始めたことで、

うまく機能しなかった事例がありました。 

開校当初は子どもたちも新しい環境となり、小中教職員組織にも混乱が生じ

るため、ある程度段階を追って、取り組みたい内容を精査して、じっくり時間

をかけて導入していく必要があると考えています。 

 

Q. 全体のスペースが足りるのか 

A. 現中学校敷地内に校舎を建設予定とすることを決定しておりますが、グラウ

ンド、体育館、プールやテニスコート等、屋外施設については小中学校の敷地

内全体で整備するため、スペース自体は不足しないと考えています。 

 

Q． 将来的に子どもたちが減ってくることも考えられるが、その点も検討しているのか 

A. 現在１学年１００人弱の児童生徒数のため、３５人学級として３クラスで実施し

ています。今後、２０５０年の人口推計は、「江北町 まちミライ創生プラン」を

参考に、年少人口 1,175 人となっています。学年単位に置き換えると８０人

弱なため、３０年後も通常学級１学年３クラスが必要だと考えています。 

 

Q. 小中教員の免許が必要とあったが、両方持っている教員は少ないと思う。当面の間と

はいつまで可能なのか。 

A. 全国的に義務教育学校化する学校も増え、文部科学省も推進しています。当

面の間の期間がいつまで続くのかは回答できませんが、職員の整備が整って

いないまま特例期間を削除する事態にはなりません。また、教育委員会とし

ても強く要望していきます。 

 

Q． 説明会をもっと保護者向けにすべきではないか 

 A. 今後も引き続き説明会を継続していきます。ご意見ありがとうございます。 

 

Q. 基本構想骨子内に、３義務教育学校の整備方針（１）学校整備の基本的な考え方①児

童・生徒の主体的な活動を支援する施設整備とあるが、どういったものを想定してい

るのか。 

A. 先進地事例で、多目的スペースの確保や、ランチルームなど、異年齢が交流し

やすい施設整備を想定しています。 

Q. 住民投票をして反対が多い場合でも、この方針は決定なのか。嫌な場合は町内から出

ていく人もでてくるのではないか。 

A. 方針はあくまでも教育委員会の考え方です。これから予算化に向けて周知を

図っている段階なため、住民投票等の仮定を想定しておらず、ご回答できか

ねますが、今後も皆様のご理解を頂けるよう、説明していく予定です。  
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Q. 性急すぎるのではないか。時間をかけて説明に手順を踏んで、資料を配布して、保護

者（PTA）にも説明して、ハード面も図面を引いて考えながら場所を決定すべきでは

ないか。 

A. 説明など考えが至らず、不十分な点については申し訳ありません。 

スケジュールについては十分に検討してご提案しておりますが、今後の状況

によって見直す可能性もあります。ご指摘ありがとうございます。 

 

 

【要望】 

〇 期限が先に来るのではなくて、検討にしっかり時間をかけて欲しい 

〇 いじめ問題についても十分な対応をしてほしい 

〇 運動場や公道のスペース的なものも考えて欲しい 

〇 説明会の資料を配ってほしい 

〇 検討会のメンバーに保護者が入っていない。 

今後の検討会は保護者を入れて欲しい。 

〇 義務教育学校化がバラ色ではない。 

前回の中間報告の時から、デメリット面が報告に出てきたのはよいが、 

デメリット面に対しても素直に対応して欲しい。 

〇 改善・改革をする内容なのにこれで推進できるのか不安だ。説明会を再考して欲しい。 

〇 義務教育学校化することにもっと魅力を持たせて、転入者を増やせるようなものにし

て欲しい。 

 

 


